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JENESYS2015（招へいプログラム）  

（対象国：インドネシア,（文化）社会活動交流、歴史文化交流（技術）農業交

流）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、インドネシアより社会活動・歴史文化・

科学技術・農業に関心を有する大学生 59名が来日し、日本の政治、社会、歴史及び外

交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発信を目指し、3月 9日から 3月

15 日までの 6 泊 7日の日程でプログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

インドネシア 59 名 

 

３．訪問地 

東京都（全員）、愛媛県（A・Bグループ）、福島県（Cグループ） 

 

４．日程    

3 月 9 日（水）  成田国際空港より入国、来日時オリエンテーション 

         【日本理解講義、基調講演】 

3 月 10 日（木）  A グループ：【視察】東京都議会 

B グループ：【視察】株式会社東京証券取引所 

C グループ：【視察】国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究

機構 食と農の科学館 

         都内プログラム終了後、2つのグループに分かれ、各地方へ移動 

3 月 11 日（金）～3月 13 日（日） 

1． グループ A・B：愛媛県 

【自治体表敬・講義・視察】愛媛県庁、愛媛県庁本館 

【学校交流】愛媛大学 

【大型商業施設視察】エミフル MASAKI 

【ホームステイ】、【ワークショップ（報告会準備）】 

2．グループ C：福島県 

【講義・視察】天栄村の農産物安全証明への取り組み 

【地場産業視察】水耕レタス栽培ハウス、地中熱交換システム・栽培ハウス施設 

【農業・文化体験】天栄長ネギさくつけ体験・天栄米を使ったおにぎり作り 

【ホームステイ】、【ワークショップ（報告会準備）】 

3 月 14 日（月） 地方プログラム終了後、東京へ移動 

【成果報告会（訪日成果・帰国後活動計画発表）】 

3 月 15 日（火） 成田国際空港より出国 
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５．ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５プログラム記録写真  

インドネシア（A・B,文化グループ）訪日団の記録 

  

3/10【視察】株式会社東京証券取引所（東京

都） 
3/11【視察】愛媛県庁本館（松山市） 

  

3/11【自治体講義】愛媛県庁（松山市） 3/11【学校交流】愛媛大学（松山市） 

  

3/11【学校交流】愛媛大学（松山市） 3/14 【成果報告会】（東京都） 
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インドネシア（C,技術グループ）訪日団の記録 

  

3/9【日本理解講義・基調講演(農林水産省)】

（東京都） 
3/10【視察】食と農の科学館（筑波市） 

  

3/11【講義・視察】農産物の安全証明への取

り組み（天栄村） 
3/11【農業体験】天栄長ネギ苗植え（天栄村） 

  

3/11【地場産業視察】水耕レタス栽培ハウス

（天栄村） 
3/12【ホームステイ】（天栄村） 
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６．参加者の感想   

 

◆インドネシア A グループ（大学生） 

 このプログラムに参加したことにより、日本人の特徴やいかに友好的であるかをより深く知りま

した。日本人は他人が快適に感じることに非常に気を使う、というところが印象的でした。来日前

に日本の友人から愛媛はみかんで有名だと聞いていました。しかし実際来て自分の目で見てみる

と、愛媛県は“みきゃん”というテーマ性のある土産品など愛媛らしい土産品を企画するなど経済

を活性化させるために卓越した県産品を活用する努力をしていることに驚きました。その結果、国

内外の観光客に魅力的になっているのです。愛媛大学では教員や大学院生のための保育所や

障害者用施設など、学内施設に驚きました。 

 

◆ インドネシア B グループ（大学生） 

 ホームステイの際に、ボーイスカウトに誘われて、活動に参加しました。その活動は津波を軽減

させる為の植林活動でした。日本人は環境を守る為の意識が世代を超えて非常に高いことが分

かりました。 私たちは、日本人がただ座って政府の動きを待つよりも、一緒に行動しようという考

え方を持っていることも分かりました。全ての年齢層の人々が、暖かさとやりがいを持って、社会

のため、環境保全に貢献する同等の役割を持っていることに感心しました 

 

◆ インドネシア C グループ（大学生） 

 農業・畜産・水産・林業分野について、日本政府は研究開発を最前線の任務と位置付けていま

す。農林水産省と茨城県にある農業・食品産業技術総合研究機構で、私たちは様々な種類の農

業研究を広範囲にわたって見ることができました。 日本の農業機械や道具の開発がほんの 1 世

代 2 世代のうちに非常に速く進んでいることを、視察から知ることができました。例えば田畑の土

起こし、種植え、収穫の機械の自動化などです。 それらは、高齢化の進む日本の農業就業者の

仕事を軽減するためになされているのでした。 

 

◆インドネシア Cグループ（大学生） 

 日本は自立度と勤労意欲の高さで有名な国です。一週間日本滞在中にそれを見て取ることが

できました。 日本人は朝早く起き、夜遅く寝るのが常です。また、障害者への配慮にもたけており、

日本ではあらゆるインフラストラクチャ―を体の不自由な人も利用できるようになっています。 私

は日本人が他人に無関心な人たちだと思っていましたが、それが間違いだったと知りました。 

 温泉へ行ったとき、一人の子どもと知り合いました。まだ 8 歳でありながら、私たちと会ったばか

りでも、彼はどう接してよいかを理解しており、一生懸命に、親切に、私たちを受け入れてくれまし

た。 温泉から帰ろうとしたとき、雪が降っていました。その子は出入り口まで私たちを送ると傘を

広げ、車に乗るまで激しい雪の降る中、傘をさしかけてくれました。 彼のすばらしい応対に本当

に驚きました。小さな子どもが一所懸命私たちを助けてくれるなんて、思ってもみませんでした。び

っくりしました。 大人なら普通にできることかもしれませんが、子どもが手を指し伸ばしてくれたの

に驚きました。「大きなこと」だけでなく、「小さなこと」でも心を込めてすれば、人を喜ばせることが

できる――これを私は彼から学びました。いつまでもずっと心にとめて置きたいと思います。 



 

5 

 

７．参加者の報告会での報告内容(帰国後の発信計画)/プログラム中の発信内容 

  

日本での気づき 日本での気づき 

  

アクションプラン Facebook 配信 

 


